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２０２２年度の運営状況について 

 

２０２２年度はコロナ禍に加え、物価高騰等ありましたが、利用者・

ご家族、地域の方々や関係機関など多くの皆様のご理解・ご協力により

運営を継続することが出来ました。関係者の皆様に感謝申し上げます。 

重大事故防止としては、「事故防止対策委員会」等の取組みを継続、

定着を図り、外部研修の積極的受講や工夫を凝らした職場内研修を実施

し、より安心・安全な支援に徹底してまいりました。 

昨年まで自粛されていたイベントの開催も少しずつ動きだし、法人は

設立２０年を経過し、更なる発展を目指し全常勤職員参加型での各委員

会等に取り組んでまいりました。 

これからも安心・安全・安定した運営に努めてまいりますので、利用

者・ご家族の皆様、地域の皆様、関係機関の皆様、ご支援・ご協力の程

お願い申し上げます。 
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◇◆重点方針◆◇ 

 

 次の５つを重点方針として、具体的な施策を取り組んでまいります。 

 

 Ⅰ サービスの充実を図ります 

 

 Ⅱ 地域福祉の推進を行います 

 

 Ⅲ 人材育成のための環境整備を行います 

 

 Ⅳ 運営基盤の安定に向けた取り組みの推進をします 

 

 Ⅴ 利用者の安心・安全な支援の徹底を図ります 

 

◇◆重点施策◆◇ 

Ⅰ サービスの充実を図ります。 

 

（１）コロナ禍で不安を感じている利用者・家族が、安心して通所が出来るよう感染

予防に全力で取り組み、安全な支援に努めます。 

利用者の強みを生かした活動を行い、利用者が意欲的に参加できるようにし

ました。感染予防としては活動内容や環境面の工夫をし、安心して過ごせるよ

うに努めました。 

 

（２）利用者の「意思決定支援」を関係機関と連携し進めます。また利用者の高齢化

への適切な対応を図ります。 

利用者の意思に寄り添えるよう、丁寧な対応に努めました。様々な事業を通

じて関係機関との連携を進めました。また、事例検討会を行い利用者の高齢化

についての対応を図りました。 

 

（３）地域の関係機関との連携による「地域生活支援拠点」のネットワーク機能を            

強化し、障害のある方が地域で安心して生活が出来るよう取り組んでいきます。 

区内のケアプラザや区役所・生活支援センター・社会福祉協議会と課題等の

情報共有をし、事例検討などを通じて連携強化を図りました。
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Ⅱ 地域福祉の推進を行います。 

 

（１）地域で開催される様々な活動に参加し、ニーズ把握に努め、関係機関と連携し、

課題解決に繋がる事業の展開に努めていきます。 

販売活動・清掃活動等、地域の行事に参加し、理解を深めていただくように

努めました。コロナ禍ではありましたが「第１９回そよかぜふれあいまつり」

は１０月２９日に無事に開催することができました。 

 

（２）身近な福祉・保健の活動拠点としての機能を活かし、地域の方々と顔の見える

関係づくり進め、ニーズに添った暮らしの実現に取り組んでいきます。 

地域に出向き相談会や講座等の開催を行い、直接話す機会を作り事業所と地

域との交流を行い、顔の見える関係づくりに努めました。 

 

（３）コロナ対策を念頭に法人の運営する施設の活用等により、地域福祉の推進に努

めます。 

コロナの影響で施設の利用を制限していましたが、徐々に利用時間等を増や

し解除後へ向けての円滑な運営に繋がるよう努めました。 

 

Ⅲ 人材育成のため環境整備を行います。 

 

（１）良いサービスを提供するには人材の育成が重要です。コロナ禍で大人数での研

修は開催が難しいですが、オンライン研修や職場毎の小規模グループの伝達研

修など工夫を凝らして職員のスキルアップを図ります。 

多くの職員が受講できるよう、積極的にオンラインの研修を活用しました。 

また、徐々に増えてきた対面研修にも参加し、職場毎に伝達研修を実施しスキ

ルアップを図りました。 

 

（２）目標管理制度に基づく人事考課に対する職員の意識が高まり、意欲や資質の向

上に繋がるよう取り組みます。 

定着してきた目標管理制度の効果を確認し見直しをしました。更なる職員の

意識の向上の為、人事考課の改善を図っていきます。 
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Ⅳ 運営基盤の安定に向けた取り組みの推進をします。 

 

（１）コンプライアンスの徹底と共に、安定した財務基盤を確立するため各事業の運

営状況を管理職会議・予算管理委員会等で検討し、改善に努めていきます。 

毎月の月次報告会・管理職会議では各事業の運営状況の検討を行っています。

また、予算管理委員会で事業毎の財務に関する課題を挙げ出し、安定を図るた

めの検討に取り組みました。 

 

（２）法人策定の災害時行動指針による「事業継続計画（ＢＣＰ）」の浸透を図るな

ど「安心・安全な運営」に取り組んでいきます。 

危機管理委員会を中心に職場毎の委員会メンバーが事業継続計画（ＢＣＰ）

の浸透を図るため説明会を開催し、職員の意識向上に繋がりました。 

 
  
Ⅴ 利用者の安心・安全な支援の徹底を図ります。 

 

（１）事故防止対策委員会の活動や危機管理の研修を進め、重大事故を決して風

化させることなく安全な支援の浸透を図ります。 

事故防止対策委員会を中心に、ヒヤリハット対策など事故防止の徹底の継続

を行いました。また、事故防止対策委員会、危機管理委員会共に安全な支援の

浸透を図るための活動に努めました。 

 

（２）職員一人ひとりが基本理念に基づく責任を自覚し、高い倫理観を持って安

心安全な支援に努めてまいります。  

全職員参加の委員会活動の継続と定着を図り、職員一人ひとりが責任を持っ

た活動ができるよう努めました。また、各委員会の連携を図り、安心・安全な

運営に努めました。 
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港南中央地域活動ホームそよかぜの家 

事業名/事業計画 成果/実績 課題/次年度の取り組み 

１ 相談支援事業 

港南区基幹相談支援センター 

 障害のある方の高齢化に伴う様々な課題に

関係機関が連携して対応できるよう、区内

の相談支援体制の強化に努めます。 

 自立支援協議会のグループホーム部会で

事例検討を行い、高齢化への対応方法につ

いて話し合いを行なった。 

 事業所や家族等から相談を受け、親なき後

の本人の権利擁護を目的に成年後見制度

の利用に繋げることが出来た。 

 全ケアプラザを訪問し、８０５０ケース

等、課題のあるケースの共有が出来た。 

 各専門部会で挙がった地域課題を３機

関定例カンファレンスで吸い上げて検

討し、全体会や各専門部会に戻し、具体

的な取り組みを検討する。 

 高齢化が課題のケースはケアプラザ等

との連携を強化する。 

 地域課題を適時抽出し、検討できるよう自

立支援協議会の編成を見直し、活性化を図

ります。 

 ３機関定例カンファレンスでは、地域課題

をテーマにしたケース検討及び新規ケー

ス等の共有が出来た。 

 ３機関定例カンファレンスでは今年度

挙げ出したテーマにあてはまらないケ

ースや新規ケースについての共有を進

めて、自立支援協議会に反映させる。 

 地域生活支援拠点のネットワーク強化に向

けて、当事者と地域のつながり作りに取り

組みます。 

 一人暮らしの当事者に対して、地域ケアプ

ラザ等の講座やサークルへの参加を促し、

継続して参加が出来るようになった。 

 区社協のつながり事業に参画した。 

 映画「梅切らぬバカ」の上映会・トークシ

ョーを開催した。「障がいのある方の地域

生活について」をテーマに監督や関係者が

壇上でトークを行い、地域に向けた理解啓

発を行った。 

 一人暮らしの当事者に限らず、必要な方

が地域とつながれるよう情報提供や相

談を受けて行く。 

 地域や支援機関に向けた福祉講座等を

開催する。 

 
２ 指定特定相談支援事業・障害児相談支援事業 

 利用者のニーズを丁寧に把握し、適切なサ

ービスが提供できるよう関係機関と連携し

ながらサービスの調整を行います。本人中

心の支援ができるよう意思決定支援を進め

ていきます。 

 モニタリング時期以外の相談へも丁寧な

対応を心掛け、必要に応じて訪問しながら

状況を把握し、支援やサービスの調整をし

た。 

 利用者一人ひとりの理解を深め、より良

い関係を構築できるように努める。 

 関係機関と連携しながら本人を中心と

した支援チーム作りを進める。 

 自立支援協議会の相談支援部会や外部研修

等に参加し、個別事例の課題解決や相談支

援専門員のスキルアップに努めます。 

 自立支援協議会の全体会に参加し、相談支

援に求めることについて他職種からヒア

リングした。相談支援部会では事例を提出

し、多角的な視点を取り入れながら支援を

組み立てた。 

 自立支援協議会に積極的に参加するこ

とで、他機関とのネットワークを強化し

ながらスキルの向上を図る。 
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事業名/事業計画 成果/実績 課題/次年度の取り組み 

３ 障害者自立生活アシスタント事業／自立生活援助事業 

 利用者が自分で考えて決める「意思決定」

を基本にし、利用者自身が自分の行動に責

任を持てるようにしていきます。 

 主体は利用者であることを意識し、情報の

提供や生活課題についてアドバイスを行

いながら本人の希望や意見を聞き、意思表

示を促すことができた。 

 自分の意志についてすぐ言える人もい

れば、いない人もいる。時には家族や関

係機関とも連携しながら、本人の意思を

汲み取っていく。 

 自立生活アシスタントの役割を活かしたチ

ームアプローチを行います。 

 内部ミーティングや外部会議を通して意

見交換を行い、関係機関との情報共有およ

び連携強化を行うことが出来た。 

 引き続き、ミーティングや会議でのケー

ス相談や事例検討を通して、様々な生活

課題に対して経験を積んでいく。 

 自立生活アシスタントの機能を活かし、適

切なアウトリーチ支援が提供できるよう資

質の向上に努めます。 

 月１回の定例カンファレンスで、事例相談

や区からの情報提供を基に、引きこもりに

対する支援の現状やその問題に対して理

解を深めることが出来た。 

 相談ケースに挙がったまま支援に繋が

るまでには至らない状況が続いている。

事業の役割や機能が活かせるようスキ

ルアップに努める。 

 
４ 日中活動支援事業［生活介護事業・地域活動支援センター事業デイサービス型］ 

 新型コロナウィルス感染症については、引

き続き感染予防と感染拡大させない活動の

工夫に力を入れていきます。 

 活動や食事スペースをグループごとに分

けて実施することで、感染拡大を防ぎ、安

心して過ごせる場所作りにつなげた。 

 それぞれのグループの強みを活かした生

産活動を創出し、利用者が意欲的に参加で

きるようにした。自主製品の種類を増やし

売り上げにつなげた。 

 引き続き、基本的な感染予防策を実施

し、利用者が安心感を持って通所できる

施設づくりを目指していく。 

 今後も、グループごとの強みを活かした

新たな活動に利用者、職員が共に取り組

み、活動のモチベーションにつなげてい

く。 

 職員のスキルアップを目的とし、外部研修

に参加した内容を伝達研修として職員全体

で共有し、充実した活動を提供できるよう

にします。 

 支援スキルアップのための外部研修に常

勤職員が年２回以上受講できるよう、年間

で計画を立て進めた。また、身近なテーマ

で設定した内部研修を毎月発信した。 

 限られた中で受講した研修内容を最大限

に活かすべく、非常勤職員も含めた全体へ

の伝達研修の場を設けた。 

 今後も外部研修受講を計画的に進め、基

本的な支援のスキルアップを図ってい

く。 

 毎月実施するミーティングを、内部勉強

や伝達研修の場として活用し、継続的に

学習できる機会につなげる。 

 利用者、家族ともに高齢化が進む中で、将

来を見据えた支援を行えるよう、引き続き

関係機関と連携を取っていきます。 

 相談支援事業所と積極的な連携を図り、計

画相談への利用につなげた。 

 将来を見据えた生活課題を、本人や家族と

の面談や日々のコミュニケーションを通

じて把握をした。必要に応じて外部機関と

の情報共有、連携を図った。 

 本人、家族との面談やコミュニケーショ

ンの場を増やし、生活課題やニーズを抽

出し、必要があれば外部機関とも連携を

図り、解決につなげていく。 

 計画相談を中心として各関係機関との

連携に力を入れ、利用者が安心して生活

できるようサポートを図っていく。 

 毎月の職員ミーティングでヒヤリハット及

び改善点の共有を図り、危険予知・事故防

止への意識を高めていきます。また定期的

に防災訓練を行い、特に車椅子の方の階下

への移動がスムーズにできるよう訓練しま

す。 

 日々のミーティングや、毎月の職員会議に

て、ヒヤリハット報告の場を設け、改善に

向けて活発な意見交換を交わした。また、

ヒヤリハット報告は、事故を防ぐ上での

「気づき」であることを日々伝え、報告し

易い環境づくりを整えた。 

 年２回の防災訓練、日々の支援で抽出した

課題に対する改善を図るべく、２カ月に１

度のペースでプチ防災訓練を実施した。災

害時、利用者の生命が守れるよう、個々の

障害特性に応じた避難訓練を行った。 

 事故防止対策委員会と連携し、他事業所

における事故防止への取組みや、安全な

支援におけるポイントを積極的に取り

入れていく。 

 搬送訓練や心肺蘇生訓練に関しては、実

際の現場支援を想定したロールプレイ

研修を行い、緊急時への実践力を身につ

けていく。 
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事業名/事業計画 成果/実績 課題/次年度の取り組み 

５ 生活支援事業 

（１）一時ケア・ショートステイ 

 新型コロナウィルス感染症予防として消毒

や換気を行うと共に、他機関や家族と情報

共有を行い、利用の調整や過ごしを工夫し、

安全に受入れをしていきます。 

 感染症の影響を受けながらも、基本的な感

染予防対策を講じ、利用者の体調確認をこ

まめに行った。また、家族との協力や関係

機関との連携を通じ、利用調整を図ること

で、利用者、家族にとって安心できる利用

へとつなげることができた。 

 引き続き感染症対策を行う。特に利用受

入れ前の体調確認は、家族への積極的な

コミュニケーションのもと、体調不良や

感染疑いがある際は、他の日に振替える

などし、利用者にとって安心、安全につ

ながる調整をしていく。 

 事故防止対策に重点を置き、マニュアルの

共有、見直しを図り、職員の知識や技術の

向上や安全に配慮した環境設定を行ってい

きます。 

 外部研修に積極的に参加した。内部研修で

はマニュアルの確認に加えて、事業に直結

したテーマでの企画研修、非常勤ミーティ

ングや危険予知、日々の支援に対する振り

返りアンケートを行い、事故防止に関する

知識、技術の向上を図った。 

 外部研修受講等の学びの機会は定期的

に設定していく。研修報告（伝達研修）

や内部勉強会、日々の支援の振り返りを

通じて、支援の質の向上を図っていく。

共有することで、安全なサービス提供の

統一化を図る。 

 ミスヒヤリハットについて、ミーティング

等で解決策の共有や改善提案を具体化し、

事故を未然に防ぐ意識、構造の強化を行い

ます。 

 ミスヒヤリハット報告をすぐ伝えられる

方式に変え、閲覧しやすく改善をした。結

果、振り返りがしやすくなり、効果的にヒ

ヤリハットに対する改善ができるように

なった。 

 支援者によって報告件数にばらつきが

みられる。報告しやすい環境づくりや、

ヒヤリハットの基礎知識について、ミー

ティング等を通じて行っていく。 

（２）余暇活動支援 

 感染予防等の工夫をし、楽しんでいただけ

るプログラムの提供を行います。余暇活動

を通して、仲間づくりや様々な人が交流す

ることで、社会参加に繋がるプログラムの

提供を行います。 

 少人数で時間短縮した企画や、車両を使用

した外出プログラムを企画したことによ

り、感染状況下でも実施することができ

た。法人内で感染者が出た際、また感染者

数が高い月は延期にする事で状況に配慮

した安全な実施につなげることができた。 

 引き続き、プログラム内容をその時の状

況に合わせ、工夫を凝らし、利用者が安

心して楽しんでもらえる余暇活動を企

画、提供していく。 

 余暇活動支援アンケートを配布し、利用者

やご家族の意見・要望を収集し、利用者そ

れぞれが楽しめる余暇の場を提供できるよ

うにしていきます。 

 アンケートを実施し、利用者や家族の要

望、意見を反映したプログラムを企画し、

実施につなげた。 

 今後もアンケートで利用者の意思や要

望の聞き取りを行い、ニーズに合った余

暇プログラムの実施をしていく。また、

区内機能強化型地活や社協との連携を

し、企画につなげていく。 

 余暇プログラムについて、他の地域活動ホ

ームとの意見交換や情報共有を行うと共

に、地域資源の有効活用や、ボランティア

や地域の方の協力をいただき、プログラム

の充実に努めていきます。 

 ボランティアを活用し、余暇企画を開催す

る事が出来た。また他施設の事業運営状況

も聞き取りながら、企画・実施に反映する

ことが出来た。 

 学生や地域の方に声をかけ、ボランティ

ア受入れに力を入れ、充実した余暇プロ

グラムを企画していく。 

（３）おもちゃ文庫 

 近隣区のおもちゃ文庫との情報共有に努

め、安心して快適に利用いただけるおもち

ゃ文庫を目指していきます。 

 他区のおもちゃ文庫への見学を行なった。

障害児や家族への支援についての取り組

みを学ぶことができた。 

 港南区内のおもちゃ文庫との情報共有を

行なった。 

 区内機能強化型地活や子育て支援拠点

との連携を図り、活かしていく。地域へ

の広報や宣伝に力を入れていく。 

 障害のある子や発達に心配のある子も

利用しやすいおもちゃ文庫を検討して

いく。 

 相談支援事業と連携し、おもちゃ文庫を利

用される家族の障害児の子育てに対する不

安を解消できるよう努めていきます。 

 基幹相談支援センターと情報共有の機会

を設けた。区役所が行っている子育て支援

に関する取り組みや、重症心身障害児の家

族会の情報を得ることができた。 

 今後も情報共有や新たな取り組みにつ

いての打合せを行なっていく。 

 子育てをする親の困り感をキャッチ出

来る場に参加する。 

 ご意見箱を活用し、利用者のニーズに沿っ

た「おもちゃ」を導入していきます。 

 コロナ禍の影響でおもちゃ文庫の利用者

数が伸びず、ご意見箱での意見収集ができ

なかった。 

 現在の書面での自由記述方式から、Ｗｅ

ｂを活用したアンケートなど、利用者が

実施しやすい形式を取り入れていく。 
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６ 地域交流事業 

 広報「風のおくりもの」第４０号及び法人

設立２０周年記念誌を発行します。 

 「風のおくりもの」第４０号を発行。２０

周年記念誌は、これまで法人に関わってく

ださった沢山の方達の声を集め、次年度初

めに発行予定となった。 

 「風のおくりもの」第４１号（記念誌）、

４２号、４３号を発行予定。 

 「そよかぜふれあいまつり」は、コロナ禍

で開催が困難と想定されますが、昨年度の

実績を参考に時期や規模について実行委員

の方々と検討していきます。 

 「そよかぜふれあいまつり」は感染症の状

況から、昨年同様に規模を縮小し１０月 

２９日に開催した。お天気にも恵まれ、昨

年を上回る来場者があった。 

 次年度の「そよかぜふれあいまつり」開

催方法について、実行委員会で検討して

いく。 

 地域で開催される行事については、規模に

とらわれることなく参加し、交流を深めて

まいります。 

 

 コロナ禍で職員のみで参加していた地域

行事が多かったが、感染対策を行いながら

少しずつ利用者の参加もできるようにな

り、再び地域の方と交流する機会が持てる

ようになった。 

 感染症の状況を見ながら、各種行事への

参加を進めていく。 

 

 

 

 

グリーンヒルズそよかぜ 

事業名/事業計画 成果/実績 課題/次年度の取り組み 

７ 共同生活介護（援助）事業 

 コロナ禍での入居者の状態に合わせてサー

ビス提供が継続できるよう生活環境を整え

ます。 

 コロナ対応の際はゾーニングや勤務形態

の工夫をする事で、感染を広げる事無くサ

ービスを継続できた。 

 今までホーム職員が行っていた支援の一

部を他サービスに繋げ、関係機関との役割

分担を進めることができた。 

 コロナ終息に向けて感染対策や余暇活

動などを見直し、情勢に合わせた対応を

できるよう実施していく。 

 入居者の高齢化もあり、支援が増えてい

くと思われる。通院に限らずホームで対

応する事と他機関に依頼するものを整

理していく。 

 ミーティングや研修を通して常勤職員・非

常勤職員それぞれが危機管理に対する意識

を高め、より安心して生活していただける

ように努めます。 

 入居者の緊急時を想定した実践練習を実

際の現場で実施することで、ホームの構造

に合った対応を確認できた。非常勤職員も

参加して、心肺蘇生の技術と、組織として

の連絡順序等を確認することができた。 

 グリーンヒルズとフォレスタでも実践

練習を実施する。今後も緊急時に向けた

訓練を定期的に行っていく。 
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横浜市日野南地域ケアプラザ・そよかぜ南の家 

事業名/事業計画 成果/実績 課題/次年度の取り組み 

８ 地域包括支援センター[横浜市委託事業] 

 ３職種が連携して、様々な相談に丁寧に対

応し、本人・家族のニーズに寄り添いなが

ら、必要な機関に繋げていきます。 

 ３職種が連携して、様々な相談に丁寧に対

応し、サービスに繋げることが出来た。 

介護サービスに繋がらない方には地域の

活動を紹介するなど見守りに繋げた。 

 相談前のニーズの把握には、地域活動への

参加や、民生委員、地域住民との関わりを

活用した。 

 引き続き地域活動への参加や、民生委

員、地域住民との交流の機会を持ち、地

域の困り事などのニーズを早めにキャ

ッチしていく。 

 出張講座や自主事業を通して、地域の方々

と顔の見える関係づくりを進め、地域包括

支援センターの周知をしていきます。 

 町内会館、シルバークラブ、小中学校等へ

の出張講座等、地域の方の関心の高い自主

事業を開催して、地域包括支援センターを

周知した。 

 引き続き、地域ニーズに沿った事業を行

い周知していく。 

 多問題ケースに対応できるよう研修等を受

講し、職員のスキルアップを図ります。 

 虐待、障がい者、キャラバンメイト、認知

症の映像体験や地域ケア会議従事者研修

など様々な研修を受講した。 

 所内で５職種とケアマネで事例検討会を

行った。 

 多問題ケースに対応できるよう、引き続

き様々な研修等を受講していく。 

 
事業名/事業計画 成果/実績 課題/次年度の取り組み 

９ 地域活動・交流事業[横浜市委託事業] 

 誰もが自分の住む地域で安心して暮らせる

よう、関係機関や社会資源へと繋げ、地域

の課題解決に向けた地域ネットワークづく

りの支援に努めます。 

 地域と障がい児・者を繋ぐ「つながり事業」

に参画し、「日野地区社協と事業所交流会」

や「日野南地区社協放課後デイ見学会」な

ど様々な活動を行った。 

 子育てや高齢者の状況などを他機関と情

報共有し、問題解決に向けて動くことが出

来た。 

 障がい児‣者と地域をより繋ぐため「安

心防災帳」などを通して理解を深めてい

く。 

 居場所づくりに関してどのように関係

機関や社会資源に繋げていくか検討が

必要である。 

 多様なツールを活用したケアプラザの周

知、情報提供や発信により、幅広い世代が

地域福祉や地域活動に関心を持ち、活動で

きる場づくりと自分らしい暮らしにつなが

る事業の展開を図ります。 

 広報紙「みなみのかぜ」では、貸館団体の

活動紹介を載せ、メンバーを増やすなど団

体の活性化に繋げることが出来た。 

 地域のニーズに合わせて自主事業を検討

し、提供することが出来た。 

 公式ＬＩＮＥを活用し、定期的に発信で

きるようにしていく。 

 ボランティア活動の場の拡大に力を入

れていく。 

 第４期地区別地域福祉保健計画に則り、地

域住民、関係機関と意見交換・情報共有を

行い、地域づくりの推進に取り組みます。 

 

 「日野地域づくり連絡会」や「日野南地域

支えあいネットワーク連絡会」を通して地

区別地域福祉保健計画の推進を支援した。 

 

 令和５年度は地域福祉保健計画の中間

年度であるため、各計画に向けて振り返

りを行う。 
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事業名/事業計画 成果/実績 課題/次年度の取り組み 

10 生活支援体制整備事業 [横浜市委託事業] （地域の多様な支え合いの体制づくりをすすめる事業） 
 地域の活動に積極的に参加し、ニーズ把握

に努め、関係機関と連携し、地域主体で取

り組めるよう支援します。 

 地域からの相談を受け、助成金等の情報を

提供し、町内会活動の活性化や「日野地区

シルバー友愛スポーツ交流会」の立ち上げ

を支援した。 

 包括との共催で「エンディングノート」の

出張講座を自治会館で行った。 

 地域を小単位に分けた地域アセスメン

トを進め、より精度の高いニーズ把握に

努めていく。 

 高齢者の方々が安心して暮らし続けられる

ように、憩いの場や送迎問題などに着目し

た協議の場を作ります。 

 介護予防・生活支援サービス事業（サービ

スＢ）における「通いの場（いこっかぷら

す）」の参加者の獲得支援等を行い、活動

の安定化や新規事業(配食支援)の立ち上

げに繋がった。 

 社会貢献として特別養護老人ホームに送

迎を依頼し、活動団体に繋いだ。 

 地域アセスメントの結果を地域の方と

共有し、必要とされる資源の開発、開拓

に向けた協議の場を作っていく必要が

ある。 

 「ｉｃｏｏｃａ」がサービスＢとして取

り組む 

配食支援の関係機関への周知と、コロナ

禍に活動時間が短縮された「通いの場」

の通常実施への支援。 

 見守り協力事業所や介護事業所等と連携

し、地域のニーズに合った社会貢献ができ

るように橋渡しを行います。 

 障害理解啓発活動として、障害福祉事業所

の見守り協力事業所訪問に同行した。 

 日野・日野南地区介護事業所連絡会主催

「介護の窓口～事業所紹介＆相談会」を行

い、事業所と地域住民の交流、介護保険や

事業所を知っていただく機会になった。 

 見守り協力事業所との関係づくりを十

分に行っていく。 

 介護事業所連絡会としての地域貢献を

どのように展開していくか検討する。 

 
11 居宅介護支援事業 

 利用者、家族と信頼関係を深め、ニーズを

的確に把握し、より良いプランを作成しま

す。 

 より的確にニーズを把握する為、アセスメ

ント書式の見直しを行い、聞き取りを行い

やすくした。 

 利用者の状況に合わせ、訪問の頻度を増や

す等の対応を行っている。 

 適切な介護保険サービスの提供と、安心

且つ安全な在宅生活が継続できるよう

努める。 

 インフォーマルサービスとの協働、関連事

業との連携強化に努めます。 

 ケアプラザや地域で行なわれている事業

に繋いだり、利用されている方について連

携した。 

 地域に密着した民生委員やボランティ

アとの連携も密に行ない、在宅生活が継

続できるような支援を引き続き行なっ

ていく。 

 研修に積極的に参加し、内部で勉強会を行

って、情報共有の他、制度理解を深め、技

術の向上に努めます。 

 研修への参加だけでなく、事例検討会や地

域ケア会議等に参加し、他機関との連携や

知識習得に努めた。 

 引き続き、知識、技術の向上に努めると

ともに、行政や医療、地域、関係機関と

の連携を継続していく。 
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12 そよかぜ南の家 日中活動支援事業（生活介護事業・就労継続支援事業Ｂ型） 

 利用者と家族、地域、関係機関との信頼関

係の構築・連携に努めます。利用者を支え

る様々な社会資源や関係者との積極的な連

携を通じて、提供するサービスの質の向上

に繋げます。 

 家族懇談会を開催し、「活動の見える化」

を図った。計画相談と連携し、情報共有や

今後の支援の統一化を図り、サービスの質

の向上に繋げた。 

 今後も、安心して通所できる事業所作り

を目指し、利用者・家族・関係機関との

積極的なコミュニケーション・連携を図

り、サービスの質の向上に繋げていく。 

 利用者が安心し、やりがいをもって意欲的

に活動できるプログラムを提供します。そ

のために、ＯＪＴ（現場教育）・ＯＦＦ－Ｊ

Ｔ（外部研修）・ＳＤＳ（自己啓発への援

助）・日々のミーティングを通じて、職員の

支援力アップを図ります。 

 アンケートや利用者自治会、日々のコミュ

ニケーションから利用者のニーズを把握

し、個性に応じたプログラムを作成した。

グループを固定することなく、柔軟な活動

を行った。 

 今後も外部研修受講、内部勉強会実施、

支援ミーティングを継続的に行ない、事

業所全体の支援力アップを目指してい

く。 

 就労活動では、新たな作業の開拓や製品販

路の拡大に努めていきます。 

 外部施設のパン販売、清掃、窓ふき作業な

どの、新規開拓を行った。新作パンの開発

やドリンク販売を再開し、生産活動の売

上・利用者の作業意欲の向上に繋げた。 

 今年度獲得した新たな活動を絶やさな

いよう、関係先と良好な関係を築き、安

定的な実施に努めていく。 

 事故防止のための取組みを行います。日々

のヒヤリハット抽出・共有・検証・実践、

内部勉強会、避難訓練を実施します。 

 毎月、内部勉強会を実施した。普通救命講

習は全ての常勤職員が受講した。その他の

職員については、内部研修会として救命講

習を行った。 

 継続的に安全に関する内部勉強会や外

部研修の受講をしていく。 

 



社会福祉法人そよかぜの丘 2022 年度事業報告 

12 
 

 

キララそよかぜ 

事業名/事業計画 成果/実績 課題/次年度の取り組み 

13 生活介護事業 

 利用者の経験や体験を増やし、必要な理解

を深め、意思決定につながる支援を行いま

す。 

 販売や受注作業、自立課題など、利用者一

人ひとりが自身で選択し、好きな作業に携

われる機会を増やした。 

 作業の種類を増やすことで意欲的に行

える経験を増やしていく。 

 近隣の公園清掃を行い地域の方との関わり

を深めていきます。 

 町内のお祭りに販売で参加し、地域の方と

の交流を深めることが出来た。 

 近隣公園の清掃活動に参加し地域の方

との関わりを深める。 

 職員の危険予知・事故防止に向けた訓練を

行います。 

 ヒヤリハットの在り方を再確認するとと

もに、危険予知の訓練を行った。 

 危険予知に向けた事故防止の訓練を行

う。 

 施設内の会議で研修を取り入れ支援の向上

に努めます。また関連施設や関係機関と連

携を図り多面的な視点で支援を行います。 

 虐待防止研修、意思決定支援の観点から、

不適切行為を話し合うグループワークを

取入れた虐待防止研修を行った。 

 意思決定研修を行う。 

 利用者の高齢化に向けた支援が必要と

なる。 

 

 

あ～す そよかぜ 

事業名/事業計画 成果/実績 課題/次年度の取り組み 

14 生活介護事業 

 利用者の障害特性に配慮した支援を実施

し、意欲的に活動に参加ができるようにし

ます。 

 自閉症の障害特性に配慮した環境設定を

実施し、落ち着いた環境で活動に参加がで

きるようにした。 

 新規の利用者の受け入れをしている中

で、それぞれが活動に参加しやすいよう

に引き続き環境設定を模索していく。 

 利用者や家族、関係機関、事業所と情報共

有を図り、関係機関と連携しながら多角的

な視点での支援を目指します。 

 並行利用先を含めたカンファレンスや計

画相談との情報交換を行ないながら支援

を実施することができた。 

 計画相談など関係機関との連携を強化

する。 

 施設周辺やバス停留所などの清掃作業を行

い、地域貢献に努めていきます。 

 定期的に施設周辺の清掃作業を行なった

ことで、地域の方に声を掛けられることも

増えてきた。 

 公園、バス停等の清掃作業を継続するこ

とによって地域と関わっていく。 

 職員一人ひとりが、よりスキルアップする

ため積極的に研修に参加します。 

 外部研修に参加をした他、内部研修では救

急救命の研修などを実施した。 

 事業所の体制を整えることによって職

員が外部研修への参加ができるように

していく。 
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障害者後見的支援室 すまいる港南 

事業名/事業計画 成果/実績 課題/次年度の取り組み 

15 後見的支援事業 

 登録者、家族との面談や訪問等を通して良

好な関係を築き、安定した支援をしていき

ます。 

 定期的な面談を通して、生活状況・健康

面・不安や困り事はないか確認を行うこと

が出来た。緩やかな関わりの中で、年数を

重ね信頼関係を築きながら、登録者、家族

の心の内を聴くことも出来た。 

 関係性を大事にしながら、よりチームワ

ークで対応できるようにしていく。 

 地域の団体等と連携を密にし、必要な方に

利用が繋がるようにしていきます。 

 基幹相談支援センター、生活支援センタ

ー、区役所からの紹介も増え、必要な方の

利用に繋がった。また、区内４か所の地域

ケアプラザで事業の説明を行い、制度理解

に努めた。 

 来年度は残り５か所の地域ケアプラザ

を訪問し、地域ごとの特色やあんしんキ

ーパーの情報を取得していく。 

 地域の立場から緩やかに日常生活を見守る

「あんしんキーパー」の開拓に取り組み、

協力や登録を呼びかけます。 

 あんしんキーパー茶話会を開催した。地域

で見守っていただいているあんしんキー

パーの方の意見を聞き、職員と直接顔を合

わせて交流することが出来た。 

 今後も茶話会を開催する。日程調整がし

やすいよう、あんしんキーパーへ早めの

連絡をする。 

 登録者・家族に成年後見制度等の情報提供

を行います。職員は、研修等で知識を深め、

より一層のスキルアップに努めていきま

す。 

 成年後見を考えているご家族に情報提供

を行った。職員は、必要な研修に個別に参

加することが出来た。 

 必要に応じて成年後見制度の情報を提

供する。職員は、研修等に参加し、さら

に知識を深める。 
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各種委員会報告 

 

委員会名 内容 開催回数 

危機管理委員会 
災害時伝言ダイヤル携帯電話番号リストを作成し、全職員に配布。リストを基に伝言ダイヤル

の録音・再生・報告の全体訓練を行った。各事業所での転倒落下防止の状況確認を進めた。 
６回 

事故防止対策委員会 

毎回各事業所からヒヤリハット報告を行い、その中で特に改善の必要があるものについて検証

を行った。外部で実施している普通救命講習にほぼ全員の常勤職員が参加した。常勤以外の職

員も施設内での講習に参加することができた。「ZIKOBOU＠NEWS」を発行し、全職員に委員会や

各事業所での取り組みなどを周知した。委員会内でアンケートを実施し、今後の委員会の運営

の在り方などについて検討した。 

１０回 

虐待防止委員会 
虐待防止に関する内部研修を各事業所で実施することが出来た。虐待防止法を基本とし、各事

業所の特性に合わせたテーマで内部研修を行なった。各事業所で実施した研修内容やアンケー

トを委員会で共有した。 

６回 

研修推進委員会 

今年度も各事業所での開催や自学自習等、コロナウィルスの感染対策をとった形で、内部研修

の企画・運営を行なった。 

また、研修の学習効果が低下しないよう、動画資料やテスト（チェック表等）を用意した。 

８回 

地域交流委員会 

広報誌「風のおくりもの」第４０号を９月に発行し、区内町内会に回覧した。第４１号（法人

設立２０周年記念号）は３月発行を目指し準備を進めたが、掲載内容の充実に伴う増ページの

ため、発行は新年度となった。イベントでは、新型コロナ感染症防止のため１０月２９日に延

期開催の「そよかぜふれあいまつり」及び１１月５日開催の「こうなん子どもゆめワールド」

で、「そよかぜの家」と「そよかぜの南の家」がパン販売に出店した。 

９回 

健康推進委員会 

「横浜健康経営認証クラスＡＡ」を取得することができた。 

港南区保健センターの栄養士と歯科衛生士による出張講座開催。 

メンタルヘルス研修を開催。 

６回 

給食委員会 
円滑な給食提供ができるよう、また、利用者に安全な食事を提供できるよう、食形態の調整や

メニューの改善について、給食委託業者と各事業所間で情報共有し検討を行った。 
６回 

予算管理委員会 
各月の予算の執行状況の確認をおこなった。赤字事業の改善について担当課長を交えて話し合

いをもった。 
５回 
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【資料７】

種別 内　　　　　容 対　象　職　員 参加人数

・マナー、来客者、電話応対

・法人の事業運営・組織についての理解

・IT活用技術、情報の管理・共有

・個人情報保護、守秘義務

・権利擁護、安全への意識

・時間管理を含めたコスト感覚の向上

・福祉職としての基礎知識

　（障害特性、基礎介護技術など）

・ケース記録の書き方

・個別支援計画の作成を含めた書式作成

・施設交流研修

・分野別横断的知識

　（普通救命講習、てんかん研修等）

・分野別専門知識

　（強度行動障害、専門職、医療ケアなど）

・相談、ケア、傾聴技術

・地域とのコミュニケーション

・営業技術から交渉技術など

・地域ネットワーク形成

・地域行事の参加からニーズの把握

・人材育成

・リーダーシップ（部門責任者、主任など）

・ファシリテーター技術

・危機管理能力（防災・災害）

・社会環境

・マネジメント

・組織経営（コスト感覚）

・労務管理、人事考課

・第三者評価の仕組み、苦情解決

・障がいのある方・高齢者の人権について 全職員

・成年後見制度、消費者センター等機関活用 各事業関連の職員

・障害者総合支援法

・経理・労務に係る制度

311名

2022年度　年間外部研修受講状況

社会人としての
知識・技術

新人職員 2

福祉職としての
基礎知識

１～２年目職員 8

福祉の知識・技術 各事業関連の職員 164

対人援助能力 各テーマ関連の職員 60

地域福祉推進力
相談・自立
・地域交流 28

マネジメント能力
中堅職員、管理職 29

合計

運営 管理職・担当職員 9

人権 8

制度 関係職員 3

 19


